
 

１  山岳遭難発生状況（暫定値） （令和７年数値は１月１日からの同期間数値）

区 分

令 和 ８ 年

令 和 ７ 年

前年同期比

２  山域別発生状況

区    分

   槍穂高

   後立山

   その他

     計

中央アルプス

南アルプス

八ヶ岳連峰

その他の山岳

計

３  態様別発生状況

区    分

転・滑落

転　　倒

病    気

道 迷 い

落    石

雪    崩

落    雷

疲労凍死傷

不明・他

計

４  男女別・年齢別比率

　区　分 死者不明負傷無事 計 死者不明負傷無事 計

１９歳以下 1 0 1 6 8 0 0 1 3 4

２０ 代 2 0 6 16 24 0 0 1 5 6

３０ 代 1 0 5 7 13 1 0 4 9 14

４０ 代 4 0 11 10 25 1 0 2 2 5

５０ 代 5 0 18 15 38 1 0 15 8 24

６０ 代 11 1 13 20 45 2 0 11 5 18

７０以上 6 2 11 11 30 0 0 10 9 19

計 30 3 65 85 183 5 0 44 41 90

比  率

（※　比率の計は、小数点の調整上、一致しない場合あり。）
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日付 場所 性別 年齢 死傷別 態様 概要

9月11日
北アルプス

槍ヶ岳
男 74 死亡 発病

12人パーティで上高地から入山し槍ヶ岳へ向けて登山中、槍沢

付近で、何らかの原因により、行動不能

9月12日
北アルプス

北穂高岳
女 55 負傷 転倒

2人パーティで上高地から入山し北穂高岳へ向けて登山中、松

涛岩付近で、スリップし、転倒、負傷

9月13日
北アルプス

大天井岳
女 88 無事救出 疲労

2人パーティで燕岳から常念岳へ向けて縦走中、大天井岳付近

で、疲労により、行動不能

先週の発生（９/７～９/13)

　 先週県内では、３件の山岳遭難が発生しました。全て北アルプスで発生し、転倒、疲
労、病気による遭難でした。
　 北アルプス大天井岳付近で発生した遭難は、2人パーティのうち女性１名が疲労によ
り行動不能となったものです。110番通報で救助要請、天候が悪かったため、救助隊が
背負って登山口まで搬送し救助しました。

　 北アルプス表銀座（前山）は、槍・穂高連峰や、麓の安曇平をはじめ、360°の眺望が
魅力の人気ルートで、例年多くの登山者が訪れますが、稜線の縦走はアップダウンが継
続し、さらに日差しを遮る樹林もないため、脱水による熱中症や疲労遭難に注意が必要
です。
　 秋山も日中は気温が上がりますので、20分に１度の小休憩（マイクロブレイク）を行
い、水分・カロリー補給を意識して行いましょう。また、寒暖差が大きいため、たとえ小屋
泊でも、ツェルトや防寒着は必ず携行し、行動中は速乾性の高い登山用インナーとこま
めなレイヤリングで、汗冷え対策を意識しましょう。
　 体力を限界まで使い果たし、疲労で動けなくなるような登り方は、ご自身の体力レベル
に適した山選びとは言えません。信州の雄大な自然や景色を“楽しみながら”山を歩くた
めに、体力に余力を残しつつ、ゆとりある登山を心がけましょう。

山岳安全対策課からのアドバイス

上記現場写真


